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図６－２全力走に対する牽引走(３ｋｇ)の回復期に
おける膝負仕事の変化
ったが，「指示｣を与えた試技でピッチを増大させ
た被験者Ｙでは，回復期の脚の仕事も増大する傾
向にあった。
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図６－１全力走に対する牽引走（３ｋｇ)の回ｲ夏期に
おける腰正仕事の変化
むくきであることが示唆される。
３ｋｇの試技における腰の仕事は,回復期前半で
は個人差によるばらつきがみられるが，局面７で
伸筋群の仕事は増大し，最大下の試技でも減少が
さほどみられなかった。膝の仕事は，２ｋｇの場合
と異なり，３試技とも全力走の値を下回ることが
少なかった。こうしたことから，この３ｋｇでの牽
引走は，より強化的な方向でのトレーニングに取
り入れていくことが望ましいと考えられる。
「指示」を与えることに対しての対応の仕方に
は，個人差があり，一般的な傾向は見いだせなか
４．トレーニング面への示唆
（１）張力が２ｋｇの試技では,「指示｣ヘの対応が
容易で，回復期て､の脚の仕事も減少する傾向にあ
ったことから，疾走フォームの修正改善を目的と
する，習熟的方向に適したものといえる。しかし，
「指示なし｣の最大下の努力度合での牽引走では－
特に，ピッチ走法の群で，ピッチの低下が顕著で
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体育科学系紀要，第９巻，ｐp229-239,1986.
2）ＭＡＮＮＲ：Thebiomechanicalanalysis
ofsprintersTrackTechnique，９４：３０００－
３００３，１９８９．
３）ＭＥＲＯ，ＡａｎｄＫＯＭＬＰ.Ｖ､：Effectsof
supramaximalvelocityonbiomechanicalvar‐
iablesinsprintinglSB，１：240-252,1985.
4）ＭＥＲＯＡａｎｄＫＯＭＩ,Ｐ.Ｖ､：Force-,ＥＭＧ，
andelasticity‐velocityrelationshipsatSu
praｍａｘｉｍalrunningspeedsinsprintersEur．
Ｊ､ofAppLPhysiol､５５：533-561,1986.
５）村木征人：スプリント走における疾走速度お
よび､歩幅と歩数に関する研究一スプリント走の
客観的速度と主観的速度および歩幅との関係。
身体運動の科学Ｖ，ｐｐ､76-83,1983.
6）村木征人，阿江通良，宮下竃，伊藤信之：
等張`性トウ・トレーニングにおける適性牽引力
とトレーニングの即時的効果。昭和63年度日本
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ある。またこれらは，支持期前半のブレーキも大
きくなる傾向にあるので，牽引によってストライ
ドを伸ばすよりも脚の高速回転一ピッチを重視し
た運動課題の尊守が必要であろう。
（２）張力が３ｋｇの試技では,最大下の努力度合
で牽引走を行うことによる影響，および指示の有
無による影響の度合が少なく，最大速度局面以降
の疾走速度は３試技共,ほとんど変わらなかった。
また，全力走に比べてピッチが減少しなかったも
のでは，回復期後半での腰，膝の仕事が増大する
傾向にある。従って，これらの者への３ｋｇの牽引
走は，より強化的な方向でのトレーニングへの取
り組みが可能であろう。
（３）しかし，牽引走中に支持期後半のキックが
著しく弱まる傾向のみられるものでは，非支持期
の時間および距離が増大することで，ピッチが逆
に低下して，ストライドが延びる傾向にある。こ
の現象は，牽引力が大きいほど強まるので，これ
らに対しては，異なった運動課題一反対にプッシ
ュの強調，または負荷走・加速走の補足的課業の
挿入による運動修正の必要が示唆された。
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